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農業委員会会議

※町農業委員会委員選挙投票予定日 3 月 4日

専　

決　

処　

分

　

地
域
の
農
業
振
興
に
あ
た
っ
て
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
農
業

委
員
会
に
お
い
て
、
現
在
十
六
名
で
あ
る
委
員
定
数
が
、
次
の
任
期
か
ら
十

名
に
な
り
ま
す
。
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条
例
の
制
定
・
改
正

町
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
の
制
定

　

町
に
お
い
て
徴
収
す
る
税
金
以
外
の
収
入
金
（
分
担
金
、
使

用
料
、
手
数
料
及
び
過
料
等
）
の
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
の
徴

収
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
や
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
あ
る

た
め
、
現
在
あ
る
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
な
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
が
十
名
に
な
り
ま
す

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　

九
月
二
六
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の
間
、
数
度
の
豪
雨
に
よ

り
道
路
や
河
川
な
ど
が
被
災
し
、
住
民
生
活
に
支
障
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
り
、
早
急
に
復
旧
の
必
要
が
あ
っ
た
た
め
専
決
処
分

を
行
い
ま
し
た
。

　

二
六
〇
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
二
七
億
三
、
四
〇

四
万
円
と
し
ま
し
た
。

町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

○
選
挙
に
よ
る
委
員
定
数

（
改
正
前
）
十
名　

↓
（
改
正
後
）
六
名
（
▲
四
名
）

○
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
定
数

（
改
正
前
）
四
名　

↓
（
改
正
後
）
二
名
（
▲
二
名
）

○
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
共
済
組
合
等
が

　

そ
れ
ぞ
れ
推
薦
し
た
委
員
定
数

（
改
正
前
）
二
名　

↓
（
改
正
後
）
二
名
（
増
減
無
）



現在月の沙漠記念館では、旧浪花村出身

「石井光楓の軌跡」を4月17日まで開催

しています
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審議しました
平成１８年１２月１４日に１２月招集第４回定例会が

開催され、１６議案を可決・承認しました。

町
手
数
料
条
例
の
改
正

　

土
地
建
物
の
閲
覧
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
従
来
一
件
を
五
筆

（
棟
）
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
一
件
を
一
頁
に
改

め
ま
し
た
。
ま
た
課
税
の
特
例
を
受
け
ら
れ
る
優
良
宅
地
や
優

良
住
宅
の
認
定
申
請
手
数
料
を
規
定
に
追
加
し
ま
し
た
。

町
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　

事
業
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

平
成
十
八
年
十
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
こ
の
条
例
と
重
な
る
た
め
、

重
な
る
事
業
を
条
例
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。

月
の
沙
漠
記
念
館
設
置
及
び
管
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
の
改
正

御
宿
町
営
住
宅
設
置
管
理
条
例
の
改
正

町
歴
史
民
俗
資
料
館
条
例
の
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
十
八
年
九
月
二
日
か
ら

公
的
施
設
管
理
は
、
管
理
委
託
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
三
つ
の
条
例
中
に
あ
る
「
委
託

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

規
約
の
制
定

　

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
、
県
内
市
町
村
が
加

入
す
る
医
療
広
域
連
合
を
設
置
す
る
た
め
の
規
約
の
制
定
に
つ

い
て
協
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。（
８
Ｐ
関
連
記
事
）

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

規
約
の
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

会
計
管
理
者
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
吏
員
と
そ
の
他
の
職
員
と

の
区
分
が
廃
止
さ
れ
一
律
職
員
に
な
る
こ
と
、
消
防
職
員
の
任

免
規
定
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

夷
隅
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

会
計
管
理
者
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
吏
員
と
そ
の
他
の
職
員
と

の
区
分
が
廃
止
さ
れ
一
律
職
員
に
な
る
こ
と
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
保
国
吉
病
院
組
合
規
約
の
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
吏
員
と
そ
の
他
の
職
員
と

の
区
分
が
廃
止
さ
れ
一
律
職
員
に
な
る
こ
と
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
改
正

　

企
業
団
の
事
務
所
を
、
勝
浦
市
か
ら
大
多
喜
町
に
変
更
す
る

こ
と
や
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
吏
員
と
そ
の
他
の
職

員
と
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
一
律
職
員
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

規
約
の
制
定
・
改
正
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五
、一
七
三
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
二
七
億
八
、

五
七
六
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は

請願・

意見書

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣へ意見書の送付を行いました。

補 

正 

予 

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

　

農
地
災
害
復
旧
費（
須
賀
地
区
た
め
池
）　

    

七
九
八
万
円

　

土
木
施
設
災
害
復
旧
費（
河
川
六
箇
所
）
二
、六
二
〇
万
円　

交通安全、気をつけて登校

します（町役場下通学路）

請 願 者 　御宿町浜・須賀テレビ共同受信施設組合長、御宿台区長
紹介議員　瀧口　義雄　　

地上デジタル放送の開始に伴う難視聴解消施策に関する請願書

地上デジタル放送の開始に伴う電波障害対策（難視聴解消施策）を講じる
ことを求める意見書　　

可 決

採 択

　2011年 7月には、これまでのアナログテレビ放送は終了し、地上デジタル放送へ完全移行され
ることになります。当町は、アナログ波でさえ受信障害があり、地上デジタル放送に移行した場合、
良好な電波を確保することは困難なものと予想されます。現在の受信共聴施設を改修し、利用する
ことは、多額の維持管理費等でかなりの個人負担が見込まれ、高齢世帯の多い当町ではその負担も
厳しい状況です。
　テレビ放送は、日常生活で情報を得るための必要不可欠なものであり、テレビを視聴できない住
民が生じることは、大規模災害時の緊急事態における情報収集の手段が遮断されることから、地域
住民の生命・財産等にも大きく影響を及ぼす恐れがあります。
　近隣のいすみ市、勝浦市、大多喜町ではアナログ中継局から受信し、難視聴をカバーしており、
さらに地上デジタルテレビ放送の完全移行に伴い、新しくデジタル中継局の設置が計画されている
状況です。
　つきましては、良好な電波の確保、地域福祉の向上にかんがみ、デジタル中継局の新設を強く要
請するため、意見書を提出するよう求めます。

提出者　瀧口義雄　賛成者　貝塚嘉　、松﨑啓二、川城達也

　

七
本
集
会
所
整
備
資
金
貸
付
金　
　
　
　
　

三
〇
〇
万
円

　

防
災
無
線
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
等
修
繕
料　
　

三
二
八
万
円

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
シ
ス
テ
ム
開
発
費　

一
九
一
万
円

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
設
立
準
備
負
担
金　
　

二
四
万
円

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
負
担
金　
　
　
　
　
　

二
六
万
円

　

御
宿
児
童
館
修
繕
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九
万
円

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
補
修
工
事
（
落
雷
に
よ
る
）
二
八
〇
万
円

　

月
の
沙
漠
記
念
館
工
事
費　
　
　
　
　
　
　
　

四
二
万
円

　

道
路
新
設
改
良
費
（
役
場
〜
御
宿
台
入
口
）
一
八
五
万
円
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QA いすみ鉄道予算編成

輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け

今
後
の
財
政
上
の
見
通
し
や
事
業
の
実
現
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
か 

貝
塚  

嘉　

 

議
員

一般質問

平
成
十
九
年
度
予
算
の
策
定

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
予
算

に
占
め
る
経
常
経
費
の
割
合
は
大

き
く
な
る
な
か
、
重
点
施
策
、
特

に
町
活
性
化
の
た
め
の
投
資
的
経

費
と
し
て
の
事
業
及
び
新
規
事
業

を
伺
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
予
算
に
お
け

る
歳
入
面
で
は
、
税
制
改
正

に
よ
り
地
方
税
へ
税
源
が
移
譲
さ

れ
る
た
め
、
制
度
の
周
知
と
、
よ

り
一
層
の
税
金
徴
収
事
務
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
福
祉
施
策
で
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
や
充
実
を
図
り
ま
す
。
産
業
の

振
興
と
し
て
は
、
観
光
事
業
者
や

農
業
者
が
培
っ
た
も
の
を
生
か
し

た
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
、
関
連
事

業
者
と
協
働
の
も
と
観
光
客
に

魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
、
第

一
次
産
業
と
連
携
し
た
事
業
を

行
な
い
ま
す
。
教
育
分
野
で
は

中
学
校
施
設
全
体
を
平
成
二
十

年
度
に
完
成
さ
せ
、
小
学
校
校

舎
の
耐
震
事
業
は
的
確
な
判
断

の
も
と
事
業
計
画
を
立
て
ま
す
。

公
共
施
設
の
中
で
使
用
料
を
と

る
施
設
は
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
具
体
的
な

協
議
に
入
る
よ
う
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
に
働
き
か
け
ま
す
。

　

財
政
事
情
が
厳
し
い
な
か
、
課

題
は
山
積
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

特
に
観
光
な
ど
の
振
興
を
図

る
た
め
の
予
算
は
ど
の
く
ら

い
に
な
り
ま
す
か
。

観
光
事
業
に
お
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
が
主
な
も

の
で
、
そ
の
予
算
額
は
増
額
で
き

ま
せ
ん
が
、
事
業
の
精
査
や
工
夫

を
し
な
が
ら
、
今
年
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
の
展
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

こ
の
厳
し
い
経
済
状
況
に

お
い
て
、
で
き
な
い
な
が

ら
も
行
政
の
前
向
き
な
考
え
と

取
り
組
み
を
心
が
け
て
予
算
を
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
策
定
中
の
三
カ
年
実
施
計
画

や
後
期
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
、

財
政
上
の
見
通
し
や
実
現
性
に
つ

い
て
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
。

地
方
分
権
が
進
み
、
自
己

決
定
、
自
己
責
任
に
よ
る

行
政
運
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る

な
か
、
社
会
福
祉
政
策
、
特
に
高

齢
者
対
策
は
遅
れ
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
体
育
館
建
設
事
業
な
ど
が
あ

り
、実
現
可
能
な
も
の
を
精
査
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
現
可
能
な
も
の
を
精
査
し
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す�

�

町
長 

企
画
財
政
課
長

Q

AQA

5 名の議員が

２月から千葉県内各地でデスティネーションキャンペー
ンが始まります（横浜ランドマークタワーにて宣伝）
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合
併
問
題

合併に対する基本方針はどのように考えているか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野　玄航 議員

安定した行政運営を維持するには避けて通れないと考えます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 町  　　長   

井
上
町
長
の
基
本
方
針

は
、
現
行
の
合
併
新
法

の
期
間
内
で
の
合
併
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
現

在
、
合
併
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
県
か
ら
示
さ
れ
た

合
併
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

県
の
合
併
推
進
構
想

案
で
は
、
夷
隅
地
域

は
、
生
活
圏
や
行
政
面
の
結

び
つ
き
を
考
慮
し
て
、
二
市

二
町
の
枠
組
み
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
分

権
型
社
会
の
中
で
自
立
、
か

つ
安
定
し
た
行
政
運
営
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
合
併
問

題
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の

枠
組
み
案
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
夷
隅
地
域
に
お

け
る
経
緯
や
、
基
礎
自
治
体

と
し
て
役
割
が
十
分
果
た
せ

る
自
治
体
規
模
を
考
慮
す
る

と
、
最
良
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
お
考
え

が
あ
る
な
か
、
近
隣
の

市
町
に
働
き
か
け
る
動
き
、

計
画
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
説

明
願
い
ま
す
。

九
月
五
日
に
夷
隅
地

域
の
首
長
が
集
ま
り
、

知
事
を
交
え
て
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町

と
し
て
は
、
中
学
校
の
施
設

工
事
を
最
優
先
課
題
と
す
る

と
と
も
に
、
夷
隅
地
域
全
体

Q

A

Q

AQA

で
合
併
し
、
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ

る
と
答
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
近
隣
市
町
の
意

向
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
な
い
団
体

や
、
夷
隅
地
域
全
体
で
の
合

併
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い

る
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
県
の
案
が
示
さ
れ
た
も

の
の
、
具
体
的
な
協
議
、
歩

み
寄
り
は
非
常
に
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
合
併
は
自

立
し
た
基
礎
自
治
体
へ
進
化

す
る
た
め
の
も
っ
と
も
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
近
隣
市
町

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
状
況
に
応
じ
て
は
議
員

と
相
談
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら

か
ら
意
見
発
信
や
前
向
き
な

働
き
か
け
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
組
み
合
わ

せ
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
、
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
、
段
階
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
も
併
せ
て
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

十
一
月
に
教
育
民
生
委

員
会
委
員
で
御
宿
町
内

の
教
育
施
設
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
御
宿
小
学

校
の
老
朽
化
が
非
常
に
進
ん

で
い
て
、
修
繕
が
必
要
な
状

況
で
あ
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
岩
和
田
小

学
校
と
の
統
合
を
控
え
、
一

刻
も
早
く
改
善
を
す
る
よ
う

教
育
民
生
委
員
会
か
ら
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

御
宿
小
学
校
の
耐
震
診
断

結
果
が
来
年
一
月
に
出
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
改
修
計
画
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

御
宿
小
学
校
の
老
朽
化

に
つ
い
て
は
、
竣
工
か

ら
三
九
年
を
経
過
し
、
そ

の
間
何
度
か
大
幅
な
改
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
統
合
に

向
け
た
修
繕
に
つ
い
て
は
、

現
在
迎
え
入
れ
る
各
教
室
の

サ
ッ
シ
の
改
修
、
黒
板
の
塗

り
替
え
、
校
舎
の
天
井
の
張

り
替
え
な
ど
、
教
育
環
境
整

備
の
作
業
に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
冬
休
み
期
間
中

は
、
教
職
員
や
役
場
職
員
に

よ
る
教
室
等
の
ペ
ン
キ
塗
り

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
数
年
前
か
ら
地
域

の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
登
下
校
時
に
児
童
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
に
、
草
刈
り
や
小

破
修
繕
等
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
整

備
計
画
を
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
耐
震
診
断
に
つ

い
て
は
、診
断
結
果
に
よ
り
、

必
要
に
応
じ
て
工
事
計
画
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

学校施設学校施設

統
合
を
控
え
御
宿
小
学
校
の
早
急
な
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す��

白
鳥 

時
忠 

議
員 

現
在
迎
え
入
れ
る
た
め
の
対
応
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す

�

教

育

課

長

一生懸命勉強しています（御宿小学校特別教室にて）
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国
吉
病
院
の
建
設
計

画
を
見
直
し
し
ま
し
た

が
、
ど
こ
を
見
直
し
た
の
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
入
札
方

法
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札

で
は
な
く
、
公
募
型
指
名
競

争
入
札
に
な
っ
た
理
由
を
伺

い
ま
す
。

国
吉
病
院
の
事
務
局
に

事
前
に
確
認
し
た
こ
と

を
回
答
し
ま
す
。

　

今
回
の
設
計
見
直
し
に
つ

い
て
病
院
本
体
工
事
、
外
構

工
事
等
工
事
部
分
は
完
了
し
、

医
療
機
器
購
入
費
等
備
品
類

に
つ
い
て
は
精
査
中
で
す
。

工
事
で
の
見
直
し
項
目
は
、

単
価
、
仕
様
の
見
直
し
、
建

築
面
積
や
工
事
の
縮
小
、
建

物
外
観
の
変
更
、
経
費
の
縮

小
な
ど
を
行
い
、
設
計
金
額

で
約
十
二
億
四
、
六
〇
〇
万

円
の
縮
減
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
募
型
指
名
競
争
入
札
に

し
た
理
由
は
、
参
加
意
欲
の

あ
る
業
者
に
限
ら
れ
、
応
募

要
件
を
満
た
せ
ば
入
札
参
加

が
可
能
に
な
り
、
よ
り
入
札

の
透
明
性
が
図
れ
る
方
法
で

あ
る
た
め
、
正
副
管
理
者
会

議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
吉
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
入
札
の
申
し

込
み
が
出
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
設
備
工
事
に
お
い
て

は
、
初
め
に
ゼ
ネ
コ
ン
を
受

け
付
け
て
か
ら
県
内
業
者
の

受
付
が
あ
り
、
今
度
は
企
業

同
士
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
入
札

Q

AQ

AQ

国
吉
病
院

今回の建設に関する入札について正副管理者及び事務局から
説明を受けたい　　　　　　   　　　　　　　　瀧口　義雄 議員

正副管理者会議で十分慎重審議した上での決定であり、ご理解
いただきたいとの回答でした          �保 健 福 祉 課 長

し
て
も
よ
く
な
っ
た
よ
う
で

す
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事

務
手
続
き
を
し
た
の
で
す
か
。

設
備
工
事
に
つ
い
て
、

企
業
入
札
及
び
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
単

独
企
業
の
混
合
入
札
に
し
た

理
由
と
し
て
、
事
務
局
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の

大
手
企
業
が
共
同
企
業
体
で

の
施
工
を
望
む
も
の
で
も
な

く
、
共
同
企
業
体
結
成
数
が

少
な
く
な
る
と
、
指
名
業
者

数
が
極
端
に
少
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
と

の
回
答
で
し
た
。

電
気
業
者
が
少
な
い
か

ら
と
い
っ
て
業
者
入
札

に
お
け
る
資
格
審
査
の
点
数

も
下
げ
た
よ
う
で
す
が
、
公

平
さ
に
欠
け
る
。
正
副
管
理

者
と
事
務
局
に
、
質
問
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
直
接
説
明

を
受
け
た
い
が
ど
う
か
。

正
副
管
理
者
会
議
の

中
で
内
容
を
十
分
慎

重
審
議
し
、
意
見
を
出
し
合

い
討
議
を
し
た
上
で
の
決
定

で
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
の
回
答
で
す
。

※
一
月
十
日
に
入
札
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

御
宿
小
学
校
と
岩
和
田

小
学
校
の
統
合
ま
で
、

あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た

が
、準
備
状
況
を
伺
い
ま
す
。

統
合
準
備
に
つ
い
て
は
、

学
校
関
係
者
、
保
護
者
、

教
育
委
員
会
事
務
局
の
代
表

に
よ
る
統
合
準
備
委
員
会
を

設
置
し
、
協
議
検
討
を
行
な

い
、
詳
細
事
項
に
つ
い
て
は

作
業
部
会
を
組
織
し
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
て
き
ま
し
た
。

　

児
童
に
つ
い
て
は
、
数
年

前
か
ら
実
施
し
て
い
る
各
小

学
校
に
よ
る
交
流
学
習
授
業

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
特

に
御
宿
、
岩
和
田
両
校
の
交

流
回
数
を
最
低
で
も
月
一
回

と
す
る
と
と
も
に
、
運
動
会

な
ど
の
行
事
に
よ
り
交
流
の

輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
交
流
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
交
通
安
全
教
育

を
含
め
た
対
応
と
し
て
、
移

動
手
段
を
徒
歩
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
で
は
、
岩
和

田
小
学
校
の
記
念
誌
作
成
や
、

地
域
の
方
々
を
含
め
た
学
校

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

御
宿
小
学
校
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
は
、
統
合
後
の

学
級
編
成
は
普
通
ク
ラ
ス
が

四
ク
ラ
ス
増
加
し
、
全
体
で

十
五
室
が
必
要
に
な
る
た
め
、

特
別
教
室
か
ら
普
通
教
室
に

す
る
た
め
の
改
修
作
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
備
品
に
つ

い
て
も
両
校
で
確
認
し
、
引

越
し
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

通
学
路
や
登
下
校
の
時

間
、
日
課
編
成
な
ど
詳
細
事

学校施設学校統合

A

QA

項
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作

り
、
一
月
中
旬
に
は
両
校
の

保
護
者
、
入
学
予
定
保
護
者

へ
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

岩
和
田
小
学
校
の
跡
地

の
利
用
計
画
は
管
理
を

含
め
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

岩
和
田
小
学
校
跡
地
活

用
庁
内
検
討
委
員
会
で

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当

面
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
一
般
貸
出
し
し
ま
す
が
、

管
理
や
貸
出
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
結
論
に
は
達
し
て
お

り
ま
せ
ん
。今
後
無
人
に
な
っ

た
場
合
、
警
備
や
侵
入
防
止

等
の
対
応
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

御
宿
小
学
校
だ
け
で
な

く
、
他
の
町
公
共
施
設

の
保
全
に
つ
い
て
計
画
的
に

実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
的
に
全
体
を
把
握

し
、
業
務
計
画
を
検
討

す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
、
協

議
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

QAQA

全児童による合奏唱
～岩和田小学校学習発表会～

詳
細
事
項
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
り
一
月
中
旬
に
は
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
課
長　

企
画
財
政
課
長

御
宿
小
学
校
と
岩
和
田
小
学
校
の
統
合
準
備
状
況
は
ど
う
で
す
か　
石
井　

芳
清 

議
員
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手続き簡単。

３階で住所と名前を書くだけです。

千葉県後期高齢者医療広域連合が設置されました

　国の医療制度改革の大きな柱の一つとして、新たな高齢者医療制度（７５歳以上の後

期高齢者等を被保険者とする独立した医療保険制度）が平成２０年４月から創設され、

その運営は県内の全ての市町村が加入する広域連合が行うことになります。

編

集

後

記

次回定例会

3月6日(火)予
定

　

地
方
自
治
法
の
改
正
が
行

わ
れ
、
町
行
政
で
は
、
町
条

例
の
改
正
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
議
会
に
お

い
て
も
、
慎
重
審
議
を
心
が

け
、
御
宿
町
に
即
し
た
条
例

の
改
正
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
御
宿
小
学
校
と
岩

和
田
小
学
校
の
統
合
が
、
今

年
の
四
月
と
迫
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
引
越
し
を
含
め
、

協
力
で
き
る
こ
と
は
惜
し
ま

ず
参
加
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
を
迎
え
、
冬

将
軍
の
到
来
に
よ
る
寒
さ
が

厳
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、

お
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

編
集
委
員
長

　
　
　
　

瀧　

口　

義　

雄

○運 営 主 体  千葉県後期高齢者医療広域連合（県内全市町村加入）

○事 務 内 容 �広域連合の事務所を置き、主に①被保険者の資格の管理に関する事務、②医療給付に

　　　　　　　　関する事務、③保険料の賦課に関する事務、④保健事業に関する事務、⑤その他後期

　　　　　　　　高齢者医療制度の施行に関する事務を行います　

○被 保 険 者 �千葉県内に住所を有する 75歳以上の人及び 65歳～ 74歳の寝たきり等の一定の障害の

　　　　　　　　 ある人（現行の老人保健医療対象者と同じ）

○保険給付内容 ①現物給付（医療サービスの提供等）、②現金給付（高額療養費の支給等）

　　　　　　　　（現行の老人保健医療給付と同じ）

◎お問い合わせは　住民水道課 ＴＥＬ 6 8 - 6 6 9 5

※広域連合とは………広域的な事務や市町村が単独で行うことが難しい事務を行う際、今の市町村の区

　　　　　　　　　域をそのままに、市町村が連携して高度な行政サービスを住民に提供していくた

　　　　　　　　　めの組織が広域連合です。 

（対象者）


